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「はりがね」 

 時折、灰谷健次郎さんの作品からヒントをいただいた内容を書かせていただいております。そこから一言、「今の子ど

もを見ていると、自立のための試行錯誤というものを、ほとんど認めてもらっていないようである。子どもたちの不幸

がそこからはじまっているのだけれど、そのことに気づいている大人が少ない。つらいことだ。」（灰谷健次郎の発言 

＜６＞生きること・感じること）とあります。全く同感、「あなたはこのようにしなさい。」つまり「～しなさい」とい

う命令調のものがどこからか多く発生しているようです。そのことが徐々に子どもたちの自由な発想を防ぐことになっ

てゆく。先ほどの本「灰谷健次郎の発言」は、１９９９年の発行のものです。２０年近く経った今でも違和感を感じな

い現在に通用する発言だと思います。つまり教育界は２０年前とあまり変わっていない・・・？ 

 次につい最近の著書です。「道ひらく、海わたる 大谷翔平の素顔」（佐々木 亨）、その中の一文です。日本ハムファ

イターズの栗山監督が、大谷翔平に６回確認をしたそうです。その最後に「なんで今、アメリカに行かなければならな

いのかを俺に説明してくれ。」と、彼の返事です。「成功するとか失敗するとか、僕には関係ないんです。それをやって

みることのほうが大事なんです。」 

 この文を目のあたりにしたとき、私はひょっとして彼のご両親は灰谷さんのこの著書をお読みになっているんじゃな

いかと・・・。 

 たしかに人生を失敗させたくない。だから幼少の時から、あれもやりこれもやり、何とか有名大学へ入ってもらって、

大企業へ就職し、何不自由のないしあわせな家庭づくりをしてもらいたい。お金には不自由しない人生を送ってもらい

たい・・・。（少しだけれども、周りへの見栄もちょっぴり・・・？） 

 自らの意思を最優先して生き抜こうとしている。他人がどう思うかなど胸中になし。一見「わがまま」と思わせるか

もしれませんが、今の子どもたちに、若者たちに最も欠けていることかもしれません。では、大谷翔平はいつそのよう

なこころざしを抱いていたのか。 

 これもつい最近、有名になりつつある大谷君の『目標達成シート』、webで検索してみてください。「野球が好きだか

ら」、これが彼の単純明快な本音、やるからにはてっぺんを目指したい。その思いを達成する

ための一手段が目標達成シートです。 

 目的があるって、強いのですね。自らの意思があるって強いのですね。この著書に中にあ

るもうひとつの惹かれた文があります。彼の母校である岩手県花巻東高校の佐々木監督の言

です。「今、世の中では自主性だとか、自由だとかよく言われていますよね。もちろん、子ど

もたちが自らの考えのもとで行動することは大切なことです。でもやっぱり、子どもの時期

は、ある程度の矯正も必要なんだと、盆栽を通して感じました。」（中略）「あるとき、盆栽の

先生に言われたことがあります。手塩にかけて育てた盆栽に絡まっている針金が、今は成長

を邪魔している、と。針金があるばかりに、縛りつけられている枝が成長を止められている。」 

と。ある程度のタイミングで、矯正していた針金を外していけないといけない。指導もそうだなと、私はつくづく思い

ました。」 

 タイミング・・・それを逃がさないこと。指導者はそのベストタイミングをつかむために、しなければならないこと。 

見守ることだそうです。いつも気にかけること、それによって成長しようとする子は、まるで弓矢から発せられる矢の

ように飛び出してゆく・・・。 

 口から先になってしまいがちな保護者の方は多いと思います。見守ることが、我が子のロケットスタートを見定める

大切なひとつだと感じます。 

 見守る・・・観察の一部かもしれません。ついつい出しがちな一言を抑えながら、同時に以前とはどこが変化したの

だろう。このままでいたら、どのように成長するのだろう。あの子の心理状態は、前向きでいるのだろうか。などと、

体の変化、心の変化をそのたびごとに観察すること。そして適切な助言・・・。 

 そして監督は最後に言い切ります。「ただ、大谷の場合は、初めこそ大きな器を用意してあげましたが、針金をかける

こともなく勝手に育っていきました。彼にとって大事だったことは、こちらが邪魔をしないこと。針金をかけないこと

なんです。大谷が持つもともとの器が大きすぎて、私が『かけられなかった』と言うほうが正しいかもしれませんが」 

 さて、針金をかけすぎている方はいらっしゃいませんか。ほんの少しのことでもすぐに針金をかけてしまう方はいら

っしゃいませんか。 

 大海原を自由に駆け回る「舟」を、ただ見守る・・・。 

 さあ君たち、自由に駆け回っていいんだよ。じっと見守っていてあげるから。 


